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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■日銀会合後はやや「往って来い」の相場展開に 

 先週の日経平均は週間で198.50 円高(+0.60％)の 33169.05

円と続伸した。12月19日に、日本銀行の金融政策決定会合の

結果として「金融政策の現状維持」が伝わると、為替市場では、

1ドル＝142円台から143円台へ円安ドル高が進行。結果内容

は、事前報道通りの内容だったものの、海外投資家を中心に来

年の早い時期のマイナス金利解除に向けて、「躊躇なく」の表

現を削除するなど何かしら「地ならし」を行うのではないかと

の期待感があったことから、先物市場にも買戻しなどが入り、

日経平均は上げ幅を拡大した。その後の植田和男日銀総裁の記

者会見を受けて、円は一段安の展開となり、1ドル＝144円台、

1ユーロ＝158円台と、日銀会合の結果発表前と比べるとドル

は2円、ユーロは3円それぞれ円安が加速した。為替の円安推

移や米国株高などを背景に、20 日には取引時間中の年初来高

値（11月20日の33853.46円）にあと30円弱まで迫る大幅高

となった。 

ただ、史上最高値を更新していたNYダウなど米国株が大幅

反落となったことや、多くの機関投資家がクリスマス休暇入り

していることなどから積極的な売買は手控えられて、週末にか

けて日経平均は調整局面入り。前週比でプラスは維持したが、

週足ベースでは上影（上ヒゲ）を残したことから、やや「往っ

て来い」の相場展開となった。 

 

■2024 年は多くの業種が上昇する大相場入りの可能性も 

 今週から来週にかけては、年末年始の休暇等が影響して、取

引参加者が減少することから、大型株や先物市場の売買は減少

するとみられる。先週末の米国市場は、NY ダウが反落した一

方、ナスダック総合指数、S&P500 が続伸とまちまちとなった

が、大証ナイトセッションは、通常取引終値比220円高の33280

円で取引を終えた。週初の東京市場は続伸スタートとなりそう

だが、日経平均は寄付きに上昇した後は、積極的な売買は手控

えられるとの見方から、取引時間中は上下の値幅が狭いこう着

相場となろう。一方、個人投資家が売買の主体とみられている

ことから、グロース市場は東証グロースCore20など時価総額

が大きい主力銘柄や材料のある銘柄、直近IPO銘柄などが物色

されると考える。22 日までの出来高や物色状況を見る限り、

中小型株物色が強まっているようには見えないが、今週以降の

新興市場の相場活況に期待したい。 

 これまで、日経平均など日本株を押し上げていた東京エレク

トロン<8035>やアドバンテスト<6857>など半導体関連が足元

上げ一服となっている一方、海運やパルプ・紙、鉱業、鉄鋼な

どの上昇が目立っている。日経平均へのインパクトは小さいも

のの、いわゆる景気敏感といわれるセクターが上昇しているこ

とから、米国景気のソフトランディングを期待するムードが日

本株市場にも伝わっているようだ。限られた業種だけではなく

幅広い業種が上昇する地合いとなっていることは、相場の底堅

さにつながることでポジティブと言えよう。日銀会合後、日銀

が「金融政策の正常化」を来年1月から4月に開催される会合

で判断する可能性が高まっていることから、銀行株や保険株な

ど時価総額が大きい銘柄も物色される展開も期待できよう。日

米ともに少々楽観ムードが強まっている感はあるが、2024 年

は大相場となる可能性があることは意識したい。 

 

■権利取りの 12 月27 日は売買盛り上がるか 

 2023 年最後の中央銀行イベントを通過し、機関投資家の多

くはクリスマス・年末年始休暇に入っていることから、例年通

りであれば主体は個人投資家となる。年末年始は中小型株を中

心とした物色に期待したい。今年は12月27日が、12月期企

業などの配当・優待に絡んだ権利取り最終となるため、関連銘

柄への物色が強まるだろう。また、2024年からは、新しいNISA

（小額投資非課税制度）制度がスタートすることもあり、現行

NISA 制度で残っている投資枠を使い切るために、配当利回り

が高い大型株や優待銘柄、大化け期待での時価総額が小さい中

小型株などNISAで買われやすい銘柄に駆け込み需要が発生す

ると想定する。このほか、上記でも述べた通り、大型株ではあ

るが銀行株や保険株など金利メリット銘柄への関心も高めて

おきたい。年末にかけての上昇を意味する「掉尾の一振」が見

られるか注目だ。 

 

■年末年始は米経済指標が目白押し 

 今週から来週にかけては、国内は12月26日に11月失業率、

28日に11月鉱工業生産、1月5日に消費者態度指数などが予

定されている。海外では、28 日に米・前週分新規失業保険申

請件数、米・11 月中古住宅販売成約指数、1 月 2 日に米・12

月製造業 PMI、3 日に米・12 月 ISM 製造業景気指数、米・11

月JOLTS求人件数、米・FOMC議事録（12月会合分）、4日に米・

12月ADP雇用者数、米・前週分新規失業保険申請件数、5日に

欧・12月消費者物価指数、米・12月雇用統計、米・12月ISM

非製造業景気指数などが予定されている 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

円 

コラボス<3908> 

QPS研究所<5595> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■25日移動平均線突破に期待か 

 

今週から来週にかけての新興市場は上昇か。例年通りであ

れば、機関投資家の多くはクリスマスや年末年始の休暇入り

することで大型株の売買が減少する一方、個人投資家主体の

新興市場は、これぞ「掉尾の一振」という強い動きを見せる

ケースが多い。先週までの新興市場は、東証グロース市場指

数、東証グロース市場250指数ともに25日移動平均線（25MA）

に跳ね返されており、投資家のセンチメントも高まりにくく

なっている。両指数ともに今年6月下旬の年初来高値から10

月下旬の年初来安値の下落幅に対して4割ほどしか戻してい

ない。取引時間中の年初来高値に一時急接近した日経平均と

比較すると戻りは弱い。逆に考えるとそれだけ戻り余地はあ

るとも言える。両指数ともに、早いタイミングで上値抵抗線

である25MAを上抜けると反発が強まると考える。 

 

■値動きは荒いがセンチメントはそこまで悪くない 

 

先週は、ストップ高となった銘柄が翌日も大幅に買われる

ケースか、真逆に売り圧力が強まるかの両極端のパターンが

散見された。一見すると短期資金が流出入する荒い地合いと

見られるが、超短期的な循環物色が活発に行われているとい

うポジティブな考え方もできよう。個人投資家のモメンタム

は、さえない両指数と比較するとそこまで悪くないと考え

る。その証拠に、12月22日の東証グロース市場の値上がり銘

柄で前日比2桁上昇率を記録した銘柄は9銘柄あり、コラボス

<3908>、QPS研究所<5595>にいたっては20％超だ。一方、2桁

の下落率は5銘柄に留まっており、下落率トップとなったエ

スネットワークス<5867>は前日比14.1％安だ。つまり個人投

資家の循環物色は、活発に行われていると考えられ、今週以

降も材料銘柄や直近IPO銘柄をメインに物色が続くと想定す

る。なお、今週は新規株式公開（IPO）が2社で、25日にナル

ネットコミュニケーションズ<5870>、27日にyutori<5892>が

グロース市場に上場する。先週上場したマーソは初値こそさ

えなかったが、初値形成後は買われる展開となったことか

ら、初値後の価格形成にも注目したい。 

実は活発な循環物色、直近 IPO をメインとした売買か 
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■先週の動き 

週初は、12月住宅市場指数の改善でソフトランディング観

測が強まったほか、エネルギーセクターや会員制倉庫型卸

売・小売会社のコストコホールセール株の上昇が相場を押し

上げ、上昇で始まった。11月住宅着工件数が予想外に改善し

たことを好感した買い、リッチモンド連銀のバーキン総裁が

インフレを巡り進展が続けば適切に対応すると利下げの可

能性を示唆したことによる長期金利の低下を好感した買い

に続伸。ダウは連日で過去最高値を更新した。週半ば、高値

付近からの利食い売り、運送会社のフェデックスの低調な決

算を受けた景気減速懸念に伴う売りに加え、短期オプション

絡みの大口売りに押され下落に転じた。週後半、7-9 月期国

内総生産（GDP）・個人消費、価格指数確定値の予想外の下方

修正を受け、来年の利下げ観測を受けた買いが下げを相殺。

半導体メーカーのマイクロン・テクノロジーやクルーズ船運

営のカーニバルの良好な決算も相場を支援したほか、週末に

かけて発表された11月個人消費支出（PCE）コア価格指数の

伸びが予想を下回り連邦準備制度理事会（FRB）の早期利下

げを正当化させるとの見方にハイテク中心に買い戻しが先

行した。結局、主要株式指数は週を通じ上昇した。 

鉄鋼会社のUSスチールは、日本製鉄が同社を1株55ドル

で買収すると発表し大幅高。クルーズ船を運営するカーニバ

ルは決算で、需要が強く24 年度通期調整後1株利益見通し

が予想を上回り上昇した。後払いサービスを提供するアファ

ーム・ホールディングスは、ディスカウント小売ウォルマー

トとの提携により国内 4500 店舗のセルフレジで同社の後払

い選択が可能になると発表し大幅高。半導体メーカーのマイ

クロン・テクノロジーは四半期決算で1株損失が予想ほど拡

大しなかったほか、需要回復の兆候が見られると強気見通し

が好感され上昇。携帯端末のアップルは特許紛争を受け当局

の輸入禁止命令に伴いスマートウォッチ最新モデル「シリー

ズ 9」と「ウルトラ 2」の国内販売を停止すると発表、年末

商戦での売り上げにも影響を与えるとの懸念に下落。スポー

ツ用品メーカーのナイキは、四半期決算で弱い見通しを示し

下落。ザ・ノース・フェイスやティンバーランドといった衣

料ブランドを運営する VF は、サイバー攻撃を受け年末商戦

の売り上げに影響を与える可能性を警告し下落。運送会社の

フェデックスは四半期決算で調整後の1株利益が予想を下回

ったほか、見通しも冴えず下落した。 

 

■今週の見通し 

 クリスマスから年末にかけ、サンタクロースラリーで底堅

い展開が期待できそうだ。インフレ鈍化とソフトランディン

グで来年のゴルディロックス相場への期待感が強まる一方

で、株式相場のトレンドが急速に悪化するとの警戒感も存続

し、見方は分かれているようだ。ただ、大統領選挙の年は相

場が上昇する傾向が強く、また、24年度の連邦公開市場委員

会（FOMC）はハト派メンバーが増えるため新年度相場を期待

した買いは引き続き強いだろう。 

来週は新年度入り。また、1月FOMCを控え金融政策決定に

重要な労働市場動向を判断する上で12月雇用統計に注目だ。

失業率は 3.7％から 3.8％へ上昇する見込み。非農業部門雇

用者数も11月の19.9万人増から15.8万人増に伸び鈍化が

予想されている。市場予想通りとなると、1月FOMCでの4会

合連続での政策金利据え置きを正当化することになるだろ

う。さらに、FRB は FOMC 議事録（12 月開催分）を公表する

予定で、メンバーがハト派姿勢に転じた背景に注目だ。内容

で政策決定者のハト派姿勢が再確認されると、24年の利下げ

観測を強め、相場支援材料になるだろう。 

FRBは23年最後のFOMCで3会合連続となる政策金利据え

置きを決定。声明では経済活動の伸びが第3四半期の力強い

ペースから減速していると指摘、スタッフ予測では 24 年度

の3回の利下げが想定されるなど、急速にハト派色が強まっ

た。今まで、利下げを巡り慎重だったパウエル議長も 2％目

標達成のかなり前から引き締めを緩和する必要があると言

及するなど、金利高への警戒感が大幅に後退し、株式相場の

上昇を支援した。 

短期金融市場はすでにFRBが24年度に計1.5％の利下げを

実施することを織り込んだ。FRB 高官を含め、一部の投資家

は大幅な利下げを織り込むのは時期尚早と慎重。しかし、今

まで24 年の利下げの可能性は少ないとしていたFRB 高官も

平均で3回の利下げを予想するなど、タカ派色が大幅後退し

たことは確かだ。金利先安観がカタリストとなり相場を引き

続き支えることになるだろう。 

経済指標では、11月中古住宅販売成約指数（28日）、12月

製造業PMI（1月2日）、12月ISM製造業景況指数（3日）、

12月ADP雇用統計（4日）、12月雇用統計、12月ISM非製造

業景況指数（5日）、などが予定されている。また、FRBは3

日にFOMC議事録（12月開催分）を公表予定。なお、25日は

クリスマス、1月1日は新年祝日で休場となる。 

主要企業決算では、鶏卵業者のカルメイン・フーズ（1 月

3 日）、加工食品メーカーのコナグラ・ブランズ（4 日）、な

どが予定されている。コストの高止まりや需要の鈍化など

で、セクターの低調な見通しには警戒だ。 
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米ドル・円 予想レンジ 140.00 円 ～ 145.00 円 

債券先物予想レンジ 146.20 円 ～ 147.20 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.580 ％ ～ 0.680 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週・来週のドル・円は下げ渋りか。米連邦準備制度理事会（FRB）

による早期利下げ観測が広がっているが、日本銀行による緩和修

正期待は大幅に後退し、リスク選好的な円売りがただちに縮小す

る可能性は低いとみられる。FRBは今月開催の連邦公開市場委員会

（FOMC）で、想定通り政策金利の据え置きを決定。また、金融当

局者による金利見通しによると、市場は早ければ来年 3 月の利下

げを想定している。FRB内では今後の政策方針についての見解は一

致していないため、一部メンバーから早期利下げに否定的な見解

が提示された場合、ドルを買い戻す動きが広がりやすい。 

 

一方、日本銀行は直近の金融政策決定会合で、現行の大規模緩

和政策を堅持。「年末から来年にかけて一段とチャレンジング」と

の植田日銀総裁の国会答弁を受けたマイナス金利の早期解除観測

は大幅に後退した。この結果を受けて米ドル以外の主要通貨に対

する円売りが観測されており、この動きがドルをサポートすると

みられる。ただ、ドルの上値の重さは消えていないため、ドル・

円相場で明確な方向感は出にくい。 

 

【米・12月ISM製造業景況指数】（1月3日発表予定） 

 1月3日発表の12月ISM製造業景況指数は今回も節目の50を下

回る見通し。景況感の早期改善は期待できないため、市場予想を

下回った場合、ドル売りが強まる可能性がある。 

 

【米・12月雇用統計】（1月5日発表予定） 

1月5日発表の12月米雇用統計で非農業部門雇用者数は11月実

績を下回る見込み。そのため、市場予想とおおむね一致してもド

ル売り要因となる。12月失業率は若干の上昇が予想されている。 

■今週の見通し 

今週・来週（12月25日-1月5日）の債券市場では長期金利が

やや上昇する可能性がある。来年 3 月までに日本銀行のマイナス

金利解除観測が根強い中、12月25日に行われる植田日銀総裁の講

演で改めて金融当局の姿勢を見極めたいとする投資家が多いこ

と、12月27日に来年1-3月の国債買い入れオペ予定で金額レンジ

の引き下げが警戒されていることも債券相場の重しになる。外部

環境に大きな変化がない場合、10年債利回りは0.55％近辺が当面

の下限となる可能性がある。 

 

債券先物3月限は主に146円台で推移か。147円台前半には戻り

売りの興味が残されており、欧米長期金利が下げ渋った場合、147

円近辺で上昇一服となる可能性が高い。 

■先週の動き 

先週（12月18日-22日）の長期債利回りは低下。18-19日開催

の日本銀行金融政策決定会合で現行の緩和政策が維持されたこと

を受けて長期金利は低下。日銀の植田総裁は会合後の会見で、基

調的な物価上昇率が 2％に向け上昇する確度が高まっていると指

摘したものの、閾値に達するにはもう少し情報を見たいと述べた

ことも債券利回りの低下につながった。ただ、週後半は長期債相

場で高値警戒感が広がったこと、投資家の手控えムードが強まっ

たことから、ポジション調整的な売りが観測されており、長期債

利回りの下げ幅は縮小した。 

10年債利回りは0.716％近辺で取引を開始し、一時0.555％近辺

まで低下したが、0.637％近辺まで反発し、0.625％近辺でこの週

の取引を終えた。 

債券先物3月限は反発。145円75銭で取引を開始し、一時145

円59銭まで下げたが、日銀がマイナス金利政策を維持したことか

ら20日の取引で147円20銭まで買われた。ただ、週後半は利食

い売りが強まり、22日の取引で146円36銭まで下げており、146

円43銭でこの週の取引を終えた。 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

9107 川崎汽船 6,616.0 28.77 6620 宮越ホールディングス 1,063.0 -23.53  海運業 17.06

6309 巴工業 4,000.0 21.03 4880 セルソース 1,336.0 -19.71  パルプ・紙 2.69

3932 アカツキ 2,492.0 18.78 7034 プロレド・パートナーズ 346.0 -13.07  化学工業 2.53

9101 日本郵船 4,590.0 17.36 3659 ネクソン 2,609.0 -11.87  その他製品 1.79

9722 藤田観光 5,300.0 17.26 3031 ラクーンホールディングス 592.0 -10.84  鉱業 1.49

9279 ギフトホールディングス 2,406.0 17.19 8111 ゴールドウイン 10,070.0 -9.81  機械 1.27

4911 資生堂 4,349.0 14.18 6619 ダブル・スコープ 880.0 -9.47  食料品 1.07

2585 ライフドリンク　カンパニー 4,745.0 14.06 3665 エニグモ 331.0 -9.32 下位セクター 騰落率（%）

5384 フジミインコーポレーテッド 3,040.0 13.64 6616 トレックス・セミコンダクター 1,655.0 -9.27  電力・ガス業 -3.89

4071 プラスアルファ・コンサルティング 2,769.0 13.25 7383 ネットプロテクションズホールディングス 178.0 -9.18  石油・石炭製品 -2.98

6254 野村マイクロ・サイエンス 14,060.0 12.75 6740 ジャパンディスプレイ 20.0 -9.09  不動産業 -2.18

4446 Ｌｉｎｋ－Ｕ 724.0 12.60 4776 サイボウズ 1,936.0 -8.98  空運業 -1.58

9104 商船三井 4,712.0 12.30 5481 山陽特殊製鋼 2,590.0 -8.96  繊維業 -1.40

3741 セック 4,810.0 11.99 5535 ミガロホールディングス 1,467.0 -8.88  陸運業 -1.13

3106 倉敷紡績 2,744.0 11.14 1890 東洋建設 1,124.0 -8.84  医薬品 -0.95

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 

今週のポイント 

先週の日経平均は続伸。注目された日銀金融政策決定会合

では緩和政策の維持が決定され、その後の日銀総裁会見でも

想定以上にハト派色が強かったことで、20 日には年初来高値に

急接近する場面も見られた。週後半は海外株安を受けてやや

伸び悩んで取引を終了。業種別では海運株が大幅上昇、フー

シ派の紅海航行船舶に対する攻撃を受け、今後のコンテナ運

賃の上昇が想定される形になる。一方、電力や石油、不動産株

などが軟化。銀行株は 10 月の日銀議事要旨公表で週末に強い

動きとなった。自動車株は、ダイハツの不正問題表面化でトヨタ

が売り優勢となった一方、スズキにはシェア上昇期待高まる。 

日本製鉄は米 US スチールの M&A を発表し、資金負担増を

警戒する動きが先行した。これを受け、山陽特殊鋼や日鉄ソリュ

などには TOB 期待後退の流れに。その他個別では、HIS、ギフ

ト HD、DMG 森精機、日オラクル、ツルハ、山パン、藤田観光な

どは決算や業績修正が好感され、神戸物産は弱気のガイダンス

発表も底堅い動きであった。パーク24は説明会が好材料視され

る。ANYCOLOR、クラボウは自社株買い発表がインパクトとな

り、アカツキはソニーG などとの資本業務提携が、ペプチドリー

ムは放射性医薬品化合物開発企業との提携が評価材料に。一

方、セルソースは決算内容がマイナス視され、サイボウズは来

期業績見通しをネガティブ視される。関西電力は特損計上で売

られる。任天堂創業家の TOB 提案取り下げで東洋建設は急

落。アシックスは米ナイキの下方修正に連れ安。 

今週は年末年始を控えてこう着感の強い相場展開となりそう

だ。来週は2 営業日立ち合いであるが、連休中の海外市場の動

向次第では、2024年相場への期待感が先行するような展開も見

込まれる。総じて機関投資家の売買が減少することで、個人投

資家主体の中小型株物色が幅を利かせよう。とりわけ、年末に

かけての「損出し」売り一巡から、直近売り込まれた銘柄のリバウ

ンド期待などは高まりやすくなりそうだ。 

2024 年は欧米の利下げが焦点になることで、グロース株が相

対的に優位な状況とみられる。ただ、市場の利下げ期待にはや

や過剰感があるため、折に触れて、過度な利下げ期待が後退

する場面もみられよう。一方、年前半には日銀の緩和政策の修

正が必至とみられる。利上げスピードは緩やかとみられるが、少

なくてもマイナス金利解除の動きが顕在化するまでは、円高デ

メリット銘柄は買いにくいものと考える。逆に、地銀を中心とする

銀行株などは年前半に盛り上がりを見せることとなろう。 

新NISA がスタートするため、主力の高配当利回り銘柄などに

は一定の下支え効果も期待される。また、低 PBR 銘柄には東証

の要請にこたえる形での改善策発表などが次第に増加してくる

とみられるほか、MBO やグループ再編の動きなども引き続き増

加しよう。こうした面からみると、バリュー株も大幅な調整リスクは

乏しいと受け止められる。なお、中国の景気動向に関しては方

向感を定めにくく、全体相場のリスク要因となるが、中国からの

訪日観光客などには回復余地、メリット受ける銘柄も出てこよう。 

2024 年はグロース株主導だが、前半は銀行株の上昇余地が大きいとみる 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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日経平均株価 
 

 

 

 

 
■上値では20日高値33824.06円が抵抗線として意識 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しっかり、13 週線反転し中長期上昇基調を維持 

先週（12月18-22日）の日経平均株価は2週連続で上昇した。

1週間の上げ幅は198.50円（前週662.69円）だった。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は12月2週（12月11-15日）に買い越しを継続

（229億円、前週は532億円）、現物は買い越しに転じた（2529

億円、前週は5468億円の売り越し）。 

 

先週の日経平均は週初に75日移動平均線近くまで下げた後、

20日には11月20日に付けたバブル崩壊後最高値から29.40円

下の33824.06円まで上値を伸ばした。その後は値を保てず、週

末終値は25日線を2日連続で下回った。 

 

年末年始（12月25-29日、2024年1月4-5日）の日経平均は

しっかりとした値動きが予想される。25日線は2023年12月20

日をピークに下向きに転換した。日経平均に先行して TOPIX の

25日線が14日をピークに下降していることもあり、短中期的な

売り圧力増大が警戒される。 

 

ただ、75日線や200日線は上向きをキープしたほか、先週は

13週線が上向きに転じており、中長期ベースでは上昇基調が維

持されている模様だ。 

 

東証プライム市場の騰落レシオ（25 日ベース）は先週末

100.58％と中立圏中央の100％に近い。このため、足元では売り

買いが拮抗しているとみられ、上下どちらにも極端に大きい値

幅は出にくいとみられる。 

 

先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄で

73銘柄（前週末71銘柄）、東証プライム上場全銘柄で42％（同

38％）とやや上昇したが、過半数割れにとどまっている。多く

の短中期投資家が含み損状態にあるとみられ、株価上昇場面で

は一定の戻り売りが上値を抑えよう。 

 

上値では、20日高値33824.06円が抵抗線として意識される。

この水準の上では11月20日のバブル後最高値33853.46円から

34000円がやや厚い抵抗帯として作用しそうだ。34000円を超え

ればその上には目立った抵抗ラインはなく、節目の 35000 円ク

リアに向けて上値を伸ばす展開が期待できそうだ。 

 

下値では75日線（先週末32470.72円）から新値3本足の陰

転ライン32307.86円、12月8日安値32205.38円、節目の32000

円までが強力な支持帯と目される。 

一目均衡表（日経平均） ■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連I 204,474 6.3% 8,225 7,159 22.5% 4,007 88.88

2021/3連I 213,002 4.2% 14,248 14,035 96.0% 9,712 107.67

2022/3連I 226,335 6.3% 23,547 24,162 72.2% 15,672 173.56

2023/3連I 252,708 11.7% 27,221 27,309 13.0% 18,838 104.26

2024/3連I予 286,000 13.2% 31,500 30,350 11.1% 20,720 116.82

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/22 終値 2787.5 円 

目標株価 3040 円 

業種 情報・通信 

■大口サービスインテグレーション需要増 

 

インターネット接続サービス、WAN サービス及びネットワーク

関連サービスを提供する。足もとの業績は、24年3月期上期の売

上収益が前年同期比 5.1％増の 1281.98 億円、営業利益は同

8.1％増の 120.80 億円だった。社内ネットワーク更改などの大口

サービスインテグレーション需要の増勢や超大型案件獲得が寄

与した。モバイルサービスも法人 IoT 売上増などで順調に粗利

が増加している。 

 

■トレンドを形成し6月高値が射程に入る 

 

海外のデータセンター案件の売上計上が、期初想定の上期

から下期に期ずれした。売買契約・機器構築・輸出前検査は完了

したものの、総案件規模が大きく輸出関連手続きに時間を要した

影響であり、下期に計上される。下期ずれによる売上・利益規模

の変化はない。データセンターについては、生成AI 技術などの

活用進展に伴い、データ需要は今後も増大していくと想定されて

おり、高水準の需要が見込まれる。株価は強いトレンドを形成し

ており、6月半ば以来の水準を回復してきた。目標株価は5月17

日に付けた年初来高値の 3040 円とする。 

 

★リスク要因 

企業によるシステム投資の抑制。 

3774：日足 

 

25 日線を支持線としたトレンドから

200 日線を明確に上放れる。 

          

データ需要は今後も増大し高水準の需要が見込まれる 

インターネットイニシアティブ〈3774〉プライム 

今週の分析銘柄 
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(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連I 1,052,943 10.3% 152,276 135,676 10.0% 81,675 16.88

2021/3連I 1,205,846 14.5% 162,125 142,615 5.1% 70,145 14.02

2022/3連I 1,567,421 30.0% 189,503 158,542 11.2% 77,316 10.20

2023/3連I 1,672,377 6.7% 314,533 235,219 48.4% 178,868 23.87

2024/3連I予 1,900,000 13.6% - - - - -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/22 終値 481.4 円 

目標株価 600 円 

業種 情報・通信 

■戦略事業の調整後EBITDAが初の黒字化達成 

 

ヤフー、LINE などの再編により誕生。グループ会社にアスク

ル、出前館、PayPay、ZOZOなど。24年3月期上期の営業利益は

前年同期比16.7％増の1161.28億円に拡大した。また、第2四半

期単体（7-9月期）の営業利益は前年同期比14.0％増の567億円

で、市場予想（450 億円程度）を大幅に上回った。PayPay を含む

戦略事業の調整後EBITDAが6億円となり、初の黒字化を達成。

また、メディア事業、コマース事業の増収率なども、第1四半期か

ら一段と加速する形となった。PayPay を中心としたサービス連携

により、金融事業の再編が進み、重複していた事業の一本化も

進んでいる。 

 

■引き続きLINEとヤフーの連携に期待 

 

株価は 6 月以降上昇傾向にある。25 日移動平均線との乖離率

は、直近2 週間は 7～9％前後で推移しており、一旦の調整には

注意したい。また直近では、不正アクセスで個人情報漏えいとの

発表があり、今後の管理体制の方針には注視が必要だ。ただ、

直近PER・PBRは過去の推移と比較して割高感に乏しい。LINEと

ヤフーの連携をさらに高め、24 年度には PayPay との ID 連携も

計画しており、引き続き成長シナリオに期待がかかる。目標株価

は昨年1 月付近までの回復を見込んだ 600 円を維持する。 

 

★リスク要因 

広告事業の成長鈍化など。 

4689：日足 

 

上向きの 25 日線をサポートラインと

して上昇トレンド継続に期待。 

          

引き続きLINEとヤフーの連携強化に期待 

LINEヤフー〈4689〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2019/12連 4,351 29.1% 844 768 140.8% 521 18.26

2020/12連 890 -79.5% -1,333 -1,250 - -1,547 -

2021/12連 492 -44.7% -1,098 -1,104 - -1,157 -

2022/12連 1,163 136.4% -794 -753 - -794 -

2023/12連予 3,420 194.1% -103 -139 - -189 -5.35

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/22 終値 587 円 

目標株価 800 円 

業種 サービス 

■第3四半期単体の営業利益は黒字化 

 

 海外の現地体験型オプショナルツアー予約サイトを運営。第 3

四半期累計の営業収益は前年同期比2.9 倍増の 22.28 億円、営

業損失は 0.84 億円で赤字幅は大幅に縮小した。また、第3 四半

期単体（23年7-9月）の営業利益は1.18億円と黒字化している。

OTA 事業や観光 IT 事業の営業収益はどちらも大幅に増加。海

外・国内ともに夏休みシーズンや「全国旅行支援」の駆け込みに

よる旅行マインドの高まりにより需要が顕著に回復したようだ。ま

た、リンクティビティ社が展開するチケットプラットフォーム事業の

取扱高も大きく伸長した。 

 

■中長期での持続的な成長に向けて強化進む 

 

11 月 14 日の決算発表以降、株価は右肩上がりで推移してお

り、25 日移動平均線がサポートラインとして意識されている。信

用倍率も警戒するほど高水準ではない。そのほか、出国日本人

数は 2019 年比57％（23 年9 月時点）まで回復しつつあり、今後

も回復余地は大きい。同社は今年約 6.4 億円の追加投資を設定

し、持続的な成長に向けて強化が進んでいる。来期にかけても

出国日本人、訪日外国人ともに増加が見込まれ、業績の改善が

続きそうだ。まず 7 月高値を超える 800 円を目標株価とする。 

 

★リスク要因 

急速な円安進行による海外旅行需要の減退など。 

7048：日足 

 

25 日移動平均線をサポートに右肩

上がりの推移続くか。 

          

出国日本人数の回復余地は大きい、2024年以降の業績改善に注目 

 

ベルトラ〈7048〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 89,978 10.6% 10,121 9,895 13.2% 5,190 135.96

2021/3連 97,735 8.6% 11,343 11,125 12.4% 7,440 96.85

2022/3連 101,269 3.6% 13,127 12,697 14.1% 6,845 88.71

2023/3連 121,341 19.8% 14,060 13,833 8.9% 6,091 78.66

2024/3連予 132,464 9.2% 13,216 12,954 -6.4% 8,866 114.06

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/22 終値 2149 円 

目標株価 2500 円 

業種 不動産 

■累計7万戸以上の中古住宅を再生・販売 

 

 中古住宅再生事業を手掛ける。築年数平均30年の戸建住宅を

中心に安価に取得した上で、現代的な生活スタイルに合うリフォ

ームを実施することで、そのままでは買い手が付かないような中

古住宅を魅力ある住宅に蘇らせて販売している。全国に直営126

店舗（2023年3月末時点）を展開し、物件仕入ルートを確保、これ

までに累計7万件以上の中古住宅を再生・販売してきた実績をも

つ。 

 

■カチタス住宅の平均販売価格は1610万円程度 

 

 24 年3 月期上期業績は 6 月末に物件の値上げを行い、この影

響で増収減益となった。しかし夏休み後半から販売は回復傾向

にあり、9 月以降反響件数は堅調に推移している。住宅ニーズは

高価格帯と低価格帯の二極化が進んでいる。同社住宅の平均販

売価格は 1610 万円程度であり、今後金利の上昇が予想される

中、支払い利息も含めた住宅取得費用を抑えたい層向けには需

要の増加が見込まれる。23 年3月期まで5年の売上高平均成長

率は 10.5％であり、引き続き堅調な業績推移が期待される。当面

の目標株価については過去 12 カ月の平均的な株価水準である

2500 円とする。 

 

★リスク要因 

金利上昇による住宅購入意欲減退など。 

8919：日足 

 

25 日線は上昇傾向に転じる。 

          

買い手が付かないような中古住宅を魅力ある住宅に蘇らせる 

カチタス〈8919〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - -

2022/12連I 2,618,659 - 155,510 160,168 - 108,318 1,202.00

2023/12連I予 2,270,000 -13.3% 74,000 75,000 -53.2% 48,000 545.83

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/22 終値 7991 円 

目標株価 8500 円 

業種 陸運 

■来年1月1日付で堀切智副社長執行役員が社長に昇格 

 

日本通運をはじめとする NX グループ。堀切智現副社長執行

役員が 2024 年1 月1 日付で社長に昇格する。組織改正により、

NX グループの長期ビジョンである「グローバル市場で存在感を

持つロジスティクスカンパニー」の実現に向けて、事業領域のさ

らなる拡大を目指す計画であり、来期以降の業績回復が期待さ

れよう。 

 

■通期計画下方修正で悪材料出尽くし 

 

同社は 11 月13 日に、東アジアや南アジア・オセアニアなどを

中心に国際貨物の輸送需要が想定以上に落ち込んでいるとし

て、第3 四半期決算発表とあわせて 23 年12 月期通期業績予想

を下方修正した。ただし、いったんは売られたものの、7500 円辺

りでの底固めが続くなか、悪材料出尽くし感から、その後はリバ

ウンドを見せている。200 日線での攻防を見せるなか、上向きで

推移する 25 日線が支持線として機能しており、25 日、200 日線と

のゴールデンクロスが接近するなかで一段高を想定。目標株価

は 6 月高値更新の 8500 円とする。 

 

★リスク要因 

地政学リスクによるサプライチェーンへの影響。 

9147：日足 

 

25 日、200 日線とのゴールデンクロ

ス接近。 

          

組織改正で事業領域のさらなる拡大を目指す計画 

NIPPON EXPRESSホールディングス〈9147〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3単 4,379 27.7% 262 229 30.9% 148 192,100.00

2021/3単 5,404 23.4% 322 316 38.0% 241 3,119.00

2022/3単 8,419 55.8% 490 348 10.1% 255 33.03

2023/3単 13,716 62.9% 1,434 1,140 227.6% 784 83.55

2024/3単予 21,020 53.3% 3,353 2,738 140.2% 1,835 61.05

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/22 終値 2345 円 

目標株価 3030 円 

業種 サービス 

■上期営業利益は前年同期比2.9倍 

 

 パーキンソン病専門ホーム「PD ハウス」を運営する。パーキン

ソン病は、脳内のドーパミン神経細胞の変性を主体とする進行性

変性疾患で、国の指定難病となっている。症状は、安静時のふる

え、体のこわばり、動作の緩慢・無動、歩行障害などがある。厚労

省資料によると、患者数は約14万人で、そのうち病院入院者、介

護施設入居者は約 4 万人となっている。PD ハウスでは、リハビリ

プログラム、医師による訪問診療、24 時間体制の訪問看護・服薬

管理を行っている。上期営業利益は 14.26 億円（前年同期比 2.9

倍）。新たに PD ハウス 5 施設を開設し、合計27 施設となった。 

 

■施設拡大でシェアアップ図る 

 

 24 年3 月期営業利益は 33.53 億円（前期比2.3 倍）予想。下期

も4施設の開設を計画しており、定員数は1650人となる予定。そ

れでも上記の病院入院者、介護施設入居者 4 万人に対するシェ

アは 4.1％にとどまる。同社では事業拡大を加速すべく、9 月に

中期経営計画を上方修正し、30年3月期末に定員7000人、シェ

ア 17.5％を目指す。同社事業の市場規模は大きく、中期的な事

業拡大が期待される。株価はようやく反転・上昇の動きとなってき

た。まずは 10 月高値3030 円回復を目標としたい。 

 

★リスク要因 

介護従事者の採用難、想定以上の人件費上昇など。 

9229：日足 

 

株価は 12 月に年初来安値更新。好

業績を勘案すると投資チャンス到来の

可能性も。           

パーキンソン病専門ホームを運営、中期計画修正し事業拡大加速へ 

サンウェルズ〈9229〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3単 - - - - - - -

2021/3連 61,608 - 13,053 14,155 - 9,230 102.56

2022/3連 64,992 5.5% 12,840 13,304 -6.0% 8,870 97.67

2023/3連 67,658 4.1% 16,623 16,702 25.5% 10,494 112.04

2024/3連予 71,580 5.8% 18,518 19,374 16.0% 12,451 124.82

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/22 終値 2366 円 

目標株価 2630 円 

業種 サービス 

■関西・中部中心に425自治体と取引 

 

 取引自治体は関西・中部中心に 425 自治体で、全国の自治体

数の約 24％にのぼる。廃棄物処理・資源循環が売上高全体の

83％、土壌浄化が同9％となっている（23年3 月期）。そのほか、

アルミ缶や容器包装プラスチックのリサイクルなども手掛ける。廃

棄物の収集から最終処理まで一貫して手掛け、収集運搬車両台

数、選別・破砕・再資源化施設の総許可能力、最終処分場の総許

可容量などで業界首位。また、土壌浄化の総許可能力でも業界

首位となっている。近年は、豪雨や地震などによる災害廃棄物処

理でも活躍の場面が増えている。22 年10 月に上場した。 

 

■インフラ開発案件に伴う廃棄物処理が堅調 

 

24 年 3 月期上期営業利益は 94.49 億円（前年同期比 32.2％

増）。インフラ開発案件に伴う廃棄物処理が引き続き堅調で、売

上高・利益ともに上期として過去最高となった。通期営業利益は

185.18億円（前期比11.4％増）予想。上期決算発表時に、期初予

想から 15％ほど引き上げ、減益見通しから一転、2 桁増益予想と

なった。期末配当も 1 株あたり 40円と前回予想から6円増額。株

価は次第に底堅い動きとなっている。好業績に鑑み、上場来高

値2630 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

関西・中部以外での事業展開の動向など。 

9336：日足 

 

11 月 9 日の 2000 円割れ以降は下

値を切り上げる展開に。 

          

廃棄物処理が主力、今期営業減益見通しから一転2桁増益予想に 

大栄環境〈9336〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 1,611,538 0.7% 38,326 46,074 24.9% 24,605 28.38

2021/3連 1,752,506 8.7% 92,078 98,875 114.6% 51,798 62.82

2022/3連 1,619,379 -7.6% 65,703 74,136 -25.0% 50,555 60.96

2023/3連 1,600,586 -1.2% 44,066 50,064 -32.5% 31,824 40.25

2024/3連予 1,686,000 5.3% 50,500 55,100 10.1% 31,900 46.13

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/22 終値 428.9 円 

目標株価 520 円 

業種 小売業 

■直営店舗数は1000店を超える 

 

 家電量販最大手。23年9月末の直営店舗数は1022店、郊外に

て「テックランド」、都市部では「LABI」を展開する。2010年台前半

より住宅メーカー、住宅設備機器メーカー、家具量販店を手掛け

る企業などを買収し「住」分野にも事業領域を広げている。 

 

■足元株価は2006年高値の1/3以下の水準 

 

 近年の同社売上高を振り返ると21 年3月期は巣ごもり消費など

で 1 兆 7500 億円を超えたが、他は 15 年 3 月期以降 1 兆 6000

億円前後の推移が続いている。また株価については 2006 年に

は 1500円（調整後）を超える時期もあったが、現在は400 円台で

推移している。業績が停滞し、株価水準も PBR が 0.5 倍程度と低

位で推移していることから、MBO（経営陣による買収）による経営

立て直しが意識されやすい。実際 11 月には近年業績また株価

が低迷していた大正製薬ホールディングス<4581>やベネッセホ

ールディングス<9783>が MBO を発表した。市場では次の MBO

候補探しへの関心が高まっており、同社はその対象として注目を

集める可能性がある。当面の目標株価については23年3月末の

1 株当たり純資産が 853.67 円であり、PBR 約0.6 倍となる 520 円

とする。 

 

★リスク要因 

物価高による個人消費低迷など。 

9831：日足 

 

420 円台で下値を固める。 

          

業績が停滞し株価水準もPBR0.5倍程度であることからMBOが意識されやすい 

ヤマダホールディングス〈9831〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

日本製鉄 プライム〈5401〉／米 US スチールの M&A を発表 

円 

（株） 

18日に米鉄鋼大手のUSスチールを

買収すると発表している。買収額は約

2兆円で、同社としては過去最大級の

M&Aとなる。1株55ドルで全株式を取

得予定、先週末の終値は39ドルで約

4割のプレミアムとなる。買収資金は

金融機関からの借入金で対応のもよ

う。今回の買収により、粗鋼生産量は

世界3位の規模となるようだ。米国事

業の強化を図ることが目的となる。 

巨額買収による負担増を警戒する

動きが先行、19日は一時10月安値を

割り込んで下げ幅を広げる場面も見

られた。今回の買収に関しては、米鉄

鋼業界や一部議員などから反発の声

も挙がっており、実現には今後の紆余

曲折が想定される。売り一巡後は下げ

渋っているが、当面は不透明感が拭い

切れない状況となろう。また、資金負

担増から、少なくても短期的な株主還

元強化は見込みにくく、一段のリバウ

ンドにはやや時間がかかりそうだ。 

スズキ プライム〈7269〉／ダイハツの不正試験問題表面化でシェア拡大期待 

週末にかけて続伸の展開。国内軽自

動車大手のダイハツでは、不正試験問

題を受けて国内外で生産する全車種

の出荷を一時停止すると発表してい

る。これまで6車種で不正があったと

していたが、第三者委員会の調査で対

象が大幅に拡大したことを受けた措

置。これに伴い、ダイハツと軽自動車

でトップを争う同社にはシェア拡大

への期待が高まる展開となっている。 

2024年にかけての自動車株は、半導

体調達難状態からの生産正常化期待

の一巡、為替相場での円高反転が想定

されることで、相対的に厳しい展開が

見込まれている。こうした中で、業界

内では円高の悪影響が限定的とみら

れる同社は選別物色の対象とされる

余地もある。また、人口世界一となっ

たインド関連銘柄として関心が高ま

る可能性もある。今回のダイハツの不

祥事をきっかけとした株価見直しの

動きは今後も継続していく公算。 

読者の気になる
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バルカー  プライム〈7995〉 

日足ベースの一目均衡表。先週末は

終値が雲上限を突破して三役好転が完

成し、買い手優勢の度合いが一段と強

まる形状となった。ローソク足が大陽

線を描き、上値と下値の切り上げを伴

って続伸する赤三兵を示現して上値追

いの勢いの強さを窺わせたほか、転換

線とのその下方の基準線がともに上向

きで上昇トレンド延長を示唆してお

り、9月6日に付けた上場来高値奪回に

向けて歩を進める展開が期待される。 

ローランド ディー．ジー．  プライム〈6789〉 

週足ベースのローソク足。6月と8月

安値の3210円、10月安値の3215円の3

点底による下値確認を経て反転を開始。

先週まで 8 週連続で週間高値を切り上

げ、強い買い圧力を窺わせた。株価下方

では上昇中の26週移動平均線を13週線

が上抜いてゴールデンクロスを形成し、

中長期の上昇局面入りを示唆した。13

週線乖離率は 6.6％と過熱ラインの

10％まで余裕があり、7月3日の年初来

高値3795 円突破とその後の強気展開が

予想される。 

今週のテクニカ

-13 -26 -52  -200 

基準線  転換線  先行スパン A 先行スパン B 
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コード 銘柄 市場
12/22

株価（円）
概要

4432 ウイングアーク1st プライム 3035 オンライン配車業務プラットフォーム 「IKZO Online」提供

5137 スマートドライブ グロース 1603 クラウド型車両管理システムを建設業界向けに提供

7065 ユーピーアール スタンダード 1926 IT活用の荷積み用スマートパレットを強化

9325 ファイズホールディングス スタンダード 1129 EC運営企業の物流センター管理、配車最適化システム展開

4431 スマレジ グロース 2670 クラウド型POSレジで成長、自動釣銭機システム改造で増額

6418 日本金銭機械 プライム 1280 貨幣処理、硬貨計数機の大手メーカー、カジノ向けにも強い

6457 グローリー プライム 2786.5 金融機関向け貨幣処理機の大手、遊戯業界向けも高実績

6504 富士電機 プライム 6044 大手自販機メーカー、硬貨・紙幣処理機も手掛ける

6191 エアトリ プライム 1789 格安航空券・ホテルの比較サイト「エアトリ」運営

6547 グリーンズ スタンダード 1750 「コンフォートホテル」ブランド軸に97ホテルを展開

9009 京成電鉄 プライム 6574 上野－成田空港路線を持ち、OLC<4661>の筆頭株主

9204 スカイマーク グロース 975 2022年12月再上場、羽田と新千歳・那覇路線持つ

1431 Lib Work グロース 777 オンライン注文住宅の企画・設計、施工、販売を展開

5285 ヤマックス スタンダード 1123 九州最大の土木・建築用コンクリート2次製品メーカー

6258 平田機工 プライム 6000 シリコンウェーハを処理装置に搬送するロードポート生産

7180 九州フィナンシャルグループ プライム 794.9 熊本地銀の肥後銀行と鹿児島銀行が経営統合して発足

2354 YE DIGITAL スタンダード 770 学校ネットワークアクセス管理装置手掛ける

6753 シャープ プライム 1002 学校向けPC(文教モデル)手掛けるDynabookの親会社

6750 エレコム プライム 1666 GIGAスクール構想を応援する教育現場向け製品を拡充

8057 内田洋行 プライム 7080 学校ICT化で実績、学校パソコン導入支援も高実績

2024年問題関連

新紙幣関連

国内旅行関連

熊本関連

学校パソコン関連

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

テーマ別分析 

テーマ別分析：2024 年期待の物色テーマ 

■「2024 年問題」「新紙幣」「国内旅行」「熊本」「学校パソコン」 

 

2023年はインバウンドと半導体・生成AI（人工知能）が物色テーマとして人気化した。2024年もインバウンド、半導体・生成

AIは注目テーマとなることが予想される。このほかでは、労働時間の残業上限規制猶予期間が4月で終了することから、トラック

のドライバー不足の対応が迫られていることを受けて「2024年問題」がテーマ性を高めてくることが予想される。なお、ドライバ

ー以外に医師や建設業労働者が、この猶予期間終了の対象にもなっている。 

7月3日からは20年ぶりに刷新された新紙幣の流通が始まり、銀行ATM（現金自動預払機）、駅の券売機、飲料など自販機、バ

スの精算機、スーパーやコンビニのセルフレジなどの更新・改造需要が高まり「新紙幣関連」が話題となりやすい。意外なテーマ

としては「国内旅行関連」がある。2024年は有給休暇・自主的な休暇取得の組み合わせで5月のゴールデンウイークは10連休、

お盆と年末年始は最長9連休が可能となり、国内旅行が盛り上がる可能性がある。 

そして、半導体受託生産世界最大手の台湾TSMC の子会社JASM が建設を進めている熊本半導体工場が2024 年末頃に稼働する見

込みだ。第2 工場の着工も2024 年中とも一部で報じられており、その拠点となる熊本県は「九州シリコンバレー」として注目度

を高めている。地域経済の恩恵を受ける「熊本関連」も相場テーマとなる可能性がある。 

異彩なテーマとしては、かつて一人一台の導入を目指した GIGA スクール構想として注目された「学校パソコン関連」がある。

2025年には、当時に導入された学校パソコンの買い替え需要が1100万台規模で始まるタイミングで、その思惑が2024年に前倒し

で働いてくる期待がある。 

テーマ別分析 

■2024 年注目テーマと関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■株価下落率の大きい高成長株 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

NISA 投資対象となり得る高配当利回りの大型株 

■2024 年の株式市場を見据える局面に 

 

2023年の株式市場もあと2週間を残すのみとなってきた。2024年の株式市場に対する期待が高まる局面だが、来年には新NISA

がスタートすることで、高配当利回り銘柄への関心は高まりやすくなるとみられる。とりわけ、3 月末には配当権利取りを迎える

ことで、NISAによる高配当利回り銘柄への組み入れの動きなどは早い段階で表面化してこよう。長期投資としての位置づけが高い

NISA ではリスクの小さい大型株が選好されやすいとみられ、高配当利回りの大型株に注目したいところだ。なお、「損出し」売り

への警戒は残るため、年間の低パフォーマンス銘柄は除外している。 

スクリーニング要件としては、①半年前（6月23日終値）比較での株価下落率が30％以上、②信用買残が20万株以上、③前期

実績、今期見通しともに増収率が30％以上、④今期予想純利益がプラス。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
12/22株価

（円）
時価総額
（億円）

株価騰落率
（％）

平均増収率
（％）

予想
1株利益

（円）

2334 イオレ グロース 1,049.0 25.2 -53.85 52.5 33.00

2998 クリアル グロース 4,890.0 282.4 -33.83 56.8 83.75

3521 エコナックHD スタンダード 135.0 35.7 -30.41 59.7 2.27

3962 チェンジHD プライム 1,374.0 1,002.5 -38.41 83.6 99.69

4011 ヘッドウォータース グロース 8,220.0 154.0 -37.20 40.9 46.20

5034 unerry グロース 2,056.0 72.5 -51.39 41.6 18.57

5137 スマートドライブ グロース 1,603.0 96.8 -46.39 33.5 21.10

5139 オープンワーク グロース 775.0 165.0 -41.84 36.3 26.61

5254 Arent グロース 3,940.0 237.3 -37.66 74.1 83.08

5575 Globee グロース 1,107.0 55.3 -67.68 32.8 41.95

6249 ゲームカード・ジョイコHD スタンダード 2,016.0 287.5 -50.71 75.4 400.29

9227 マイクロ波化学 グロース 1,164.0 176.9 -36.15 46.6 5.84

9229 サンウェルズ グロース 2,345.0 825.9 -34.04 58.1 61.05

9272 ブティックス グロース 1,446.0 146.9 -45.29 50.4 64.23

9556 INTLOOP グロース 3,040.0 139.8 -47.31 48.4 236.45

（注）株価乖離率は6月23日終値比較

（注）平均増収率は今期予想含めた2期間
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■コスト高の中で増益率加速の企業 

三菱UFJモルガン・スタンレー証券は「コスト高の中で増益率加速の銘柄」に注目している。2022年9月から2023年10月にお

いて、国内企業物価指数は前年同月比で鈍化傾向にあるが、企業向けサービス価格指数は鈍化の兆しが見られていないと指摘して

いる。そこで同証券では、今期・来期と連続して増益予想であり、来期増益率が今期増益率より高い企業についてスクリーニング

を行っている。これらはコスト上昇圧力が残存する中、コスト上昇に抵抗力がある企業とみているようだ。 

コード 銘柄略称
今期

純利益
増益率

来期
純利益
増益率

今期

（年/月期）

2175 SMS 12.8% 19.1% 24/3

2371 カカクコム 8.4% 12.1% 24/3

3360 シップHD 10.7% 16.4% 24/3

3563 F&LC 18.3% 52.4% 24/9

3635 コーエーテクモ 7.9% 8.7% 24/3

3769 GMOPG 21.1% 24.4% 24/9

3774 IIJ 11.0% 16.7% 24/3

4061 デンカ 15.4% 39.1% 24/3

4088 エア・ウォーター 7.6% 13.9% 24/3

4203 住友ベ 8.2% 11.5% 24/3

4307 NRI 8.8% 10.6% 24/3

4503 アステラス薬 28.0% 59.1% 24/3

4568 第一三共 20.9% 21.2% 24/3

4887 サワイGHD 8.9% 17.2% 24/3

5631 日製鋼 16.1% 29.6% 24/3

6028 テクノプロHD 10.9% 14.7% 24/6

6367 ダイキン 8.4% 10.6% 24/3

6472 NTN 14.9% 48.0% 24/3

6532 ベイカレント 20.8% 27.2% 24/2

6674 GSユアサ 14.4% 15.5% 24/3

6701 NEC 7.5% 16.7% 24/3

6728 アルバック 20.2% 36.1% 24/6

6920 レーザーテク 13.8% 49.0% 24/6

6952 カシオ 9.0% 34.2% 24/3

8591 オリックス 18.7% 19.3% 24/3

9202 ANA 12.1% 12.8% 24/3

9468 KADOKAWA 8.6% 14.8% 24/3

9627 アインHD 8.3% 10.2% 24/4

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
先週の話題レポート 

増益率の伸びが加速する見通しの企業に注目 

先週の話題レポ

ート 

「来期増益率が今期増益率より高いと見込まれる銘柄（純利益予想ベース、前期比）」（三菱UFJ モルガン・スタンレー証券） 

 

出所：会社資料をもとに三菱UFJモルガンスタンレー証券作成、予想はQUICKコンセンサス（12/8時点）、TOPIX500採用の1-9月本決算

企業のうち、予想社数が4社以上 
※紙面スペースの都合上、今期純利益増益率7％以上の銘柄のみ掲載しています。 
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12月15日時点の2市場信用残高は、買い残高が1891

億円減の3兆7948億円、売り残高が951億円増の9181

億円。買い残高が4週間ぶりの減少、売り残高は3週間

ぶりの増加となった。また、買い方の評価損益率は

-9.71％から-10.61％、売り方の評価損益率は-2.12％か

ら+2.82％に。なお、信用倍率は4.84倍から4.13倍。 

この週（12月11日－15日）の日経平均は前週末終値

比662.69円高の32970.55円。12月6日から7日にかけ

て市場に伝わった日本銀行の植田総裁と氷見野副総裁の

発言に対する反応としての円高進行が一服となったこと

から、11日の東京市場は大きなマドを伴う上昇でスター

ト。週央にかけては、米連邦公開市場委員会（FOMC）や

欧州中央銀行（ECB）理事会開催を前に、日経平均は33000

円水準でのもみ合いとなった。その後、米連邦準備制度

理事会（FRB）は3会合連続での利上げ見送りと2024年

に3回（0.75％）程度の利下げ余地があることを発表。

その後のパウエルFRB議長の発言影響もあり、14日の東

京時間でドル・円が急動意。これを受け、日経平均も32500

円台まで下げた。ただし、15日の東京市場は大型株を中

心に買戻しの展開となった。 

個別では、ダイダン<1980>が219万2000株の売出、32

万 8800 株を上限とするオーバーアロットメントによる

売出の実施を発表。希薄化を嫌気した新規売りのほか、

引き受けに対するヘッジ対応の売りが積み上がったよう

だ。また、アドバンテスト<6857>の取り組みに厚みが増

した。米SOX指数が2年ぶりに最高値を更新するなかで

半導体株を買い戻す動きが強まっており、買い方の利益

確定に対して、新規売りが積み上がった格好である。 
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コード 市場 銘柄
12/22終値

（円）
信用買残

（12/15：株）
信用売残

（12/15：株）
信用倍率

（12/15：倍）
信用買残
（12/8：株）

信用売残
（12/8：株）

信用倍率
（12/8：倍）

1980 東証プライム ダイダン 1,371.0 278,200 1,017,600 0.27 31,600 2,800 11.29

8051 東証プライム 山善 1,199.0 140,500 1,762,200 0.08 67,100 42,300 1.59

6902 東証プライム デンソー 2,113.0 5,275,500 37,215,000 0.14 5,678,600 7,486,900 0.76

6857 東証プライム アドバンテ 4,818.0 7,483,300 3,193,200 2.34 10,818,600 1,767,400 6.12

6758 東証プライム ソニーＧ 12,985.0 1,171,900 484,500 2.42 1,706,900 272,800 6.26

8600 東証プライム トモニＨＤ 375.0 3,294,900 7,287,700 0.45 3,460,100 3,087,400 1.12

4062 東証プライム イビデン 7,734.0 784,300 274,500 2.86 1,129,900 179,300 6.30

7532 東証プライム パンパシＨＤ 3,312.0 454,500 592,400 0.77 514,300 306,200 1.68

8035 東証プライム 東エレク 24,905.0 952,500 761,700 1.25 1,522,700 565,400 2.69

3436 東証プライム ＳＵＭＣＯ 2,144.5 3,075,500 811,200 3.79 3,820,600 482,700 7.92

6146 東証プライム ディスコ 33,380.0 367,200 352,600 1.04 526,900 246,300 2.14

6417 東証プライム ＳＡＮＫＹＯ 8,167.0 327,800 238,700 1.37 445,600 164,700 2.71

6506 東証プライム 安川電 5,737.0 453,900 256,000 1.77 602,000 175,600 3.43

6273 東証プライム ＳＭＣ 74,690.0 78,400 28,400 2.76 94,100 17,900 5.26

7613 東証プライム シークス 1,413.0 158,000 1,058,900 0.15 157,500 565,600 0.28

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 

Market Data 

株高局面で利益確定の動きか 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：安定性増すインドルピー 

 2023 年に世界経済の回復に寄与した国を選ぶなら、間違い

なくインドでしょう。高成長を維持し、株価は最高値を更新中。

さらに海外からの投資を呼び込み、インドルピーはドル高基

調にもかかわらず底堅さを維持しました。2024 年は総選挙が

焦点となりそうです。 

 

 インドの代表的な株価指数SENSEX は 12 月に入り騰勢を強

め、心理的節目の 70000 ポイントを上抜け過去最高値を更新

しました。3 月には米金融システム不安によるリスクオフで

57400 ポイント付近に弱含む場面もありましたが、その後は上

昇基調を維持し、20％も上値を伸ばしています。相関性の高

い米国株に追随したとはいえ、NY ダウの 15％を超える上昇

率は目を見張るものがあります。 

 

 インドの国内総生産（GDP）は3 兆ドルを超え、第4位に転落

見通しの日本を 2026 年には追い抜くとみられています。人口

は中国から世界トップの座を奪いました。投資ブームの持続

や生産性の向上で、内需を押し上げています。国際通貨基金

（IMF）の見通しでは、インドについて 23 年の成長率を+6.1％

から+6.3％に上方修正。海外のマネーを引きつけ、ルピーは

底堅く推移しています。 

 

 堅調な株価や底堅いルピーを支えているのは、与党の盤石

な政権基盤でしょう。11 月に行われた地方議会選で、モディ首

相率いるインド人民党（BJP）が 4 州のうち 3 州で勝利。インド

国民会議（INC）を中心とする 26 党の野党連合「INDIA」との接

戦が予想されたものの、予想外の圧勝でした。それを受け、

市場は来年 4-5 月の総選挙でのモディ氏 3 選を先取りし、株

高・通貨高で反応しました。 

 

 2014 年に発足したモディ政権の支持率は 50％超。国内政策

だけでなく、したたかな外交も安定政権の秘訣でしょう。BRICS

拡大で中国と足並みをそろえつつ、太平洋地域では日米豪と

協調して中国をけん制するなど米中対立に与せず、ルピーの

バランスを保つ要因になっています。最近ではシーク教指導

者がカナダで殺害された事件でカナダとの関係悪化が材料視

されましたが、米英はインドの支持を表明しています。 

 

 株価が足元で伸び悩んでいるのは、国内のインフレ高止ま

りが背景にあります。12月12日に発表された消費者物価指数

（CPI）は前年比+5.55％と、前月の+4.87％を上回りました。再

加速は想定ほどではないものの、インド準備銀行（中銀）が利

下げのメドとする+4％を大きく超えています。中銀の利下げ時

期が来年後半以降に遠のいたとの見方から、CPI 発表後は株

売りに振れました。来年もインフレ抑止がテーマとなりそうで

す。  

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 
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経済カレンダー 

12月25日～1月6日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

12月25日 月 10:10 国債買い入れオペ(残存3-5年、残存5-10年、残存10-25年、残存25年超)(日本銀行)

13:00 植田日銀総裁が経団連審議員会で講演

14:00 景気一致指数(10月)

14:00 景気先行CI指数(10月)

14:30 全国百貨店売上高(11月)

14:30 東京地区百貨店売上高(11月)

ナルネットコミュニケーションズが東証グロースに新規上場(公開価格:1040円)

米・欧・英・香港・株式市場は祝日のため休場(クリスマス)

中・全国人民代表大会(全人代、国会に相当)常務委員会会議(29日まで)

12月26日 火 08:30 有効求人倍率(11月)

08:30 失業率(11月)

08:50 企業向けサービス価格指数(11月)

14:00 基調的なインフレ率を捕捉するための指標(日本銀行)

15:00 工作機械受注(11月)

20:00 ブ・FGV建設コスト(12月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

20:25 ブ・週次景気動向調査

23:00 米・S&P/コアロジックCS20都市住宅価格指数(10月)

23:00 米・FHFA住宅価格指数(10月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

英・欧・香港・株式市場は休場

米・1年債、2年債入札

12月27日 水 08:50 日銀金融政策決定会合における主な意見(12月18、19日分)

10:30 中・工業利益(11月)

14:00 住宅着工件数(11月)

26:30 ブ・連邦政府債務残高(11月)

yutoriが東証グロースに新規上場(公開価格:2520円)

米・5年債入札

12月28日 木 08:50 小売売上高(11月)

08:50 百貨店･スーパー売上高(11月)

08:50 鉱工業生産指数(11月)

08:50 対外・対内証券投資(先週)

20:00 ブ・FGVインフレIGPM(12月)

21:00 ブ・IBGEインフレ率IPCA-15(12月)

22:30 米・卸売在庫(11月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

24:00 米・中古住宅販売成約指数(11月)

26:30 ブ・中央政府財政収支(11月)

米・7年債入札

12月29日 金 19:30 印・財政赤字(11月)

20:30 印・インフラ産業8業種生産高(11月)

21:00 ブ・全国失業率(11月)

21:00 南ア・貿易収支(11月)

23:45 米・MNIシカゴ購買部協会景気指数(12月)

25:00 露・GDP(7-9月)

大納会

中・経常収支確定値(7-9月)

印・国際収支(7-9月)

12月30日 土 米・国防総省のウクライナ軍事支援の資金枯渇見込み期限

12月31日 日 10:30 中・製造業PMI(12月)

10:30 中・非製造業PMI(12月)

10:30 中・総合PMI(12月)
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12月25日～1月6日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

1月1日 月 元日

米・欧・英・中・香港・株式市場は休場

ベルギー・2024年上期の欧州連合(EU)議長国に就任

BRICS(新興5か国)加盟国拡大

米・モルガン・スタンレーCEOにテッド・ピック氏就任

シンガポール・中国への一部送金ルート3カ月停止開始

1月2日 火 10:45 中・財新製造業PMI(12月)

18:00 欧・ユーロ圏マネーサプライ(11月)

18:00 欧・ユーロ圏製造業PMI(12月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

20:25 ブ・週次景気動向調査

22:00 ブ・製造業PMI(12月)

23:45 米。製造業PMI(12月)

24:00 米・建設支出(11月)

27:00 ブ・貿易収支(12月)

株式市場は休場

1月3日 水 14:00 印・製造業PMI(12月)

16:00 トルコ・消費者物価指数(12月)

17:55 独・失業率(失業保険申請率)(12月)

20:30 ブ・経常収支(11月)

20:30 ブ・海外直接投資(11月)

24:00 米・ISM製造業景況指数(12月)

24:00 米・求人件数(11月)

28:00 米・連邦公開市場委員会(FOMC)議事要旨(12月12-13日会合分)

株式市場は休場

米・自動車販売(12月、4日までに)

米・リッチモンド連銀総裁が講演

独・2年債入札
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12月25日～1月6日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

1月4日 木 09:30 製造業PMI(12月)

10:45 中・財新サービス業PMI(12月)

10:45 中・総合PMI(12月)

18:00 欧・ユーロ圏サービス業PMI(12月)

18:00 欧・ユーロ圏総合PMI(12月)

20:30 ブ・融資残高(11月)

20:30 ブ・ローン残高(11月)

20:30 ブ・個人ローン・デフォルト率(11月)

22:00 ブ・サービス業PMI(12月)

22:00 ブ・総合PMI(12月)

22:00 独・消費者物価指数(12月)

22:15 米・ADP全米雇用報告(12月)

22:30 ブ・自動車販売台数(12月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

23:45 米・サービス業PMI(12月)

23:45 米・総合PMI(12月)

大発会

1月5日 金 08:50 マネタリーベース(12月)

09:30 サービス業PMI(12月)

09:30 総合PMI(12月)

14:00 消費者態度指数(12月)

14:00 印・サービス業PMI(12月)

14:00 印・総合PMI(12月)

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(先週)

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(12月)

19:00 欧・ユーロ圏消費者物価コア指数(12月)

19:00 欧・ユーロ圏生産者物価指数(12月)

20:00 ブ・FGVインフレ率(IGP-DI)(12月)

20:30 ブ・基礎的財政収支(11月)

20:30 ブ・純債務対GDP比(11月)

21:00 印・年間GDP予想(2024年)

21:00 ブ・鉱工業生産(11月)

22:30 加・失業率(12月)

22:30 米・非農業部門雇用者数(12月)

22:30 米・失業率(12月)

22:30 米・平均時給(12月)

24:00 米・製造業受注 (11月)

24:00 米・ISM非製造業景況指数(12月)

米・リッチモンド連銀総裁が講演

1月6日 土 米・ダラス連銀総裁が講演

米・議事堂襲撃事件から3年
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■（米）12 月ISM 製造業景況指数 

1 月3 日（水）日本時間4 日午前0 時発表予定 

 

（予想は、47.4） 参考となる11月実績は46.7と13カ月連続で節目の50を下回った。財への需要減退で企業は設備投資計画

の見直しを進めていることが要因。12月については若干の改善が期待できるものの、節目の50を大幅に下回る見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（欧）12 月ユーロ圏消費者物価コア指数 

1 月5 日（金）午後7 時発表予定 

 

（予想は、前年比＋3.4％） 参考となる11月実績は全体、コア指数の上昇率は鈍化。サービス部門の伸び率が鈍化しており、

12月もこの状況は変わらない見込み。ベース効果による前年比伸び率の押し下げ寄与は失われつつあるが、12月のインフレ率

は11月実績を若干下回る可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）12 月雇用統計 

1 月5 日（金）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、非農業部門雇用者数は前月比＋15.8万人、失業率は3.8％） 参考となる11月実績では非農業部門雇用者数は市場

予想を上回り、失業率は予想に反して低下した。12月についてはサービス、政府部門の雇用者数が11月実績を下回る可能性が

あるため、非農業部門雇用者数も11月実績を下回る可能性が高いとみられる。失業率は若干の上昇が予想される。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■（米）12 月ISM 非製造業景況指数 

1 月5 日（金）日本時間6 日午前0 時発表予定 

 

（予想は、52.6） 参考となる11月実績は52.7で10月から上昇。総合指数は回復したものの、新規受注指数が横ばいにとど

まり、価格指数は低下した。12月については新規受注の改善は期待できないこと、価格指数は伸び悩む可能性があることから、

全体的には11月実績を下回る見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

12月25日 2796 ファーマライズホールディングス スタンダード 17:00

12月25日 3333 あさひ プライム 15:00

12月25日 4465 ニイタカ スタンダード 15:00

12月25日 7624 ＮａＩＴＯ スタンダード 16:00

12月25日 7630 壱番屋 プライム 15:30

12月25日 7965 象印マホービン プライム 15:30

12月25日 8227 しまむら プライム 15:00

12月25日 8233 高島屋 プライム 15:00

12月26日 2778 パレモ・ホールディングス スタンダード 15:30

12月26日 3086 Ｊ．フロント　リテイリング プライム 15:00

12月26日 7649 スギホールディングス プライム 15:30

12月26日 8155 三益半導体工業 プライム 15:00

12月27日 2164 地域新聞社 グロース 15:00

12月27日 2742 ハローズ プライム 15:00

12月27日 3035 ケイティケイ スタンダード 15:10

12月27日 3050 ＤＣＭホールディングス プライム 15:30

12月27日 3321 ミタチ産業 スタンダード 15:00

12月27日 6279 瑞光 プライム 16:00

12月27日 6664 オプトエレクトロニクス スタンダード 15:00

12月27日 7068 フィードフォースグループ グロース 15:00

12月27日 7447 ナガイレーベン プライム 15:00

12月27日 7921 ＴＡＫＡＲＡ　＆　ＣＯＭＰＡＮＹ プライム 15:00

12月27日 8011 三陽商会 プライム 11:00

12月27日 8168 ケーヨー プライム 15:30

12月27日 8217 オークワ プライム 15:00

12月28日 2186 ソーバル スタンダード 15:30

12月28日 2935 ピックルスホールディングス プライム 15:50

12月28日 3075 銚子丸 スタンダード 15:20

12月28日 3089 テクノアルファ スタンダード 15:00

12月28日 3549 クスリのアオキホールディングス プライム 15:00

12月28日 4825 ウェザーニューズ プライム 15:00

12月28日 6083 ＥＲＩホールディングス スタンダード 15:00

12月28日 6264 マルマエ プライム 15:00

12月28日 8276 平和堂 プライム 15:00

12月28日 9651 日本プロセス スタンダード 15:00

12月28日 9872 北恵 スタンダード 13:00

12月28日 9976 セキチュー スタンダード 16:00

12月29日 2685 アダストリア プライム 15:30

1月5日 1376 カネコ種苗 スタンダード 15:00

1月5日 1712 ダイセキ環境ソリューション スタンダード 15:00

1月5日 1997 暁飯島工業 スタンダード 15:00

1月5日 2659 サンエー プライム 15:00

1月5日 2789 カルラ スタンダード 15:00

1月5日 7611 ハイデイ日高 プライム 15:00

1月5日 7679 薬王堂ホールディングス プライム 15:30

1月5日 9793 ダイセキ プライム 15:00

1月5日 9846 天満屋ストア スタンダード 15:00

1月5日 9977 アオキスーパー スタンダード 15:00

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 

Market Data 
 

決算カレンダー 
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日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

12月18日 みずほ 8015 豊田通商 中立→買い格上げ 9000→9600

大和 4666 パーク２４ 2→1格上げ 2500→2600

5844 京都ＦＧ 2新規 10000

12月19日 いちよし 9025 鴻池運輸 B→A格上げ 2500

大和 4547 キッセイ薬 2新規 4400

9766 コナミＧ 3→2格上げ 8000→8600

東海東京 4432 ウイングアーク OUTPERFORM新規 4400

8985 ＪＨＲ OUTPERFORM新規 84500

野村 2579 コカBJH NEUTRAL→BUY格上げ 2000→2700

12月20日 ＪＰモルガン 8267 イオン UNDERWEIGHT→NEUTRAL格上げ 2800→3000

大和 7911 ＴＯＰＰＡＮHD 3→2格上げ 2650→5000

7912 大日印 3→2格上げ 3900→5000

東海東京 6278 ユニオンツール NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 3270→3750

6361 荏原製 NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 6420→9360

12月21日 いちよし 4481 ベース B→A格上げ 5600→5400

シティ 4970 東洋合成 3→1格上げ 6600→8900

みずほ 9279 ギフトHD 買い新規 2700

岡三 2602 日清オイリオ 強気新規 5000

大和 7186 コンコルディア 3→2格上げ 750

東海東京 6103 オークマ NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 8070→8340

12月22日 大和 7180 九州ＦＧ 3→2格上げ 400→900

東海東京 3863 日本紙 NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 1440→1530

6525 ＫＯＫＵＳＡＩ OUTPERFORM新規 3700

9076 セイノーＨＤ NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 2130→2460

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

12月18日 ＳＭＢＣ日興 7532 パンパシHD 1→2格下げ 3500

岡三 8306 三菱ＵＦＪ 強気→中立格下げ 1260→1300

8316 三井住友 強気→中立格下げ 7250→7200

大和 7013 ＩＨＩ 2→3格下げ 4000→2700

12月19日 いちよし 2384 ＳＢＳＨＤ A→B格下げ 4000→3000

3319 ＧＤＯ A→B格下げ 1500→800

岡三 8331 千葉銀 強気→中立格下げ 1090→1100

大和 6104 芝浦機 2→3格下げ 5000→4000

12月20日 大和 8956 NTT都市開発R 2→3格下げ 139000→132000

12月21日 東海東京 3092 ZOZO OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 3750→3300

12月22日 シティ 6920 レーザーテック 1→2格下げ 25000→36000

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

12月第2週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で229億円と買い越しを継続した。225先物、TOPIX先物は売

り越しに転じ、現物は買い越しに転じた。個人投資家は総合で3595億円と売り越しに転じた。 

そのほか、投信は1138億円と買い越しを継続、都地銀は559億円と買い越しに転じた。生・損保は21億円と買い越しを継続し、

事法は2803億円と買い越しを継続、信託は274億円と売り越しを継続した。 

なお、自己はTOPIX先物、225先物で買い越しに転じ、現物は売り越しを継続、総合で916億円と売り越しを継続した。この週

の裁定残は前週末比200.80億円増（買い越し）とネットベースで7319.92億円の買い越しとなった（買い越し幅増加）。週間の騰

落率は日経平均で2.05％の上昇だった。 

12 月第 2 週：外国人投資家は総合で買い越しを継続 

投資主体別売買動向
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Ｍａｒｋｅｔ展望

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/04 7,819 1,753 ▲7,490 ▲402 1,123 ▲13 ▲611 ▲1,837

23/09/11 7,468 ▲3,519 ▲2,674 0 1,098 166 ▲289 ▲1,736

23/09/18 5,525 6,394 ▲8,644 ▲1,428 1,506 10 ▲47 ▲3,392

23/09/25 818 5,632 ▲575 ▲1,398 ▲193 ▲89 ▲76 ▲3,687

23/10/02 ▲10,986 3,855 5,415 697 1,670 ▲45 ▲376 ▲576

23/10/09 ▲3,205 ▲1,728 4,750 480 739 ▲46 ▲114 ▲590

23/10/16 ▲3,068 3,070 ▲636 620 1,433 ▲51 ▲163 ▲1,326

23/10/23 ▲4,130 1,267 766 13 1,092 ▲37 ▲276 900

23/10/30 1,369 ▲3,739 393 102 483 ▲199 ▲207 2,185

23/11/06 2,634 ▲2,350 693 ▲449 957 ▲123 ▲545 ▲558

23/11/13 2,780 ▲5,143 3,224 ▲832 1,063 ▲150 ▲360 ▲253

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/04 ▲3,444 ▲12 683 2,616 9 ▲18 ▲94 ▲56

23/09/11 ▲2,848 ▲33 1,612 1,085 0 ▲19 49 ▲80

23/09/18 ▲1,471 ▲179 380 695 2 ▲120 202 496

23/09/25 ▲1,032 38 ▲9,340 2,547 ▲9 178 359 8,164

23/10/02 9,160 ▲59 ▲8,100 24 0 180 ▲340 ▲1,274

23/10/09 3,543 184 ▲3,573 ▲8 5 ▲14 321 ▲527

23/10/16 1,369 ▲437 316 ▲90 5 ▲26 ▲959 ▲199

23/10/23 2,858 131 ▲2,428 34 ▲5 8 ▲470 ▲103

23/10/30 ▲1,660 ▲256 1,200 463 ▲5 31 209 39

23/11/06 ▲2,237 210 1,540 196 1 2 497 ▲283

23/11/13 ▲2,090 194 2,100 183 6 ▲83 20 ▲351

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/04 768 218 161 ▲3,053 69 ▲0 584 1,282

23/09/11 ▲3,548 ▲933 4,213 0 ▲200 ▲81 234 542

23/09/18 ▲567 870 ▲1,107 69 101 ▲60 ▲302 1,106

23/09/25 1,264 58 ▲5,075 2,603 65 10 ▲203 1,424

23/10/02 1,100 800 ▲6,000 1,140 110 149 ▲941 1,320

23/10/09 ▲2,731 ▲1,724 6,158 ▲242 ▲200 ▲92 462 ▲127

23/10/16 283 985 ▲621 ▲154 153 ▲9 ▲463 ▲289

23/10/23 795 386 ▲3,818 117 16 100 ▲426 882

23/10/30 20 ▲800 ▲100 460 ▲18 5 633 ▲150

23/11/06 ▲1,539 ▲833 6,949 ▲3,008 ▲149 ▲104 ▲330 ▲964

23/11/13 ▲1,420 200 3,600 ▲2,130 ▲88 ▲169 904 ▲750

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

12/22終値

(円)

雨風太陽 5616 グロース 12/18 840～870 446,300 152,500 1,044 1,320 SMBC日興 1,325

事業内容：

エスネットワークス 5867 グロース 12/19 650～730 50,000 352,500 730 1,956 SBI 1,640

事業内容：

ロココ 5868 スタンダード 12/20 900～940 900,000 652,500 1,128 1,100 野村 1,187

事業内容：

ナイル 5618 グロース 12/20 1,620～1,680 350,000 1,168,900 1,680 1,540
SMBC日興、

SBI
1,030

事業内容：

マーソ 5619 グロース 12/21 2,110～2,260 75,000 809,400 2,260 2,079 SBI 2,300

事業内容：

ヒューマンテクノロジーズ 5621 グロース 12/22 940～1,020 1,000,000 2,781,200 1,224 1,194 みずほ、大和 1,240

事業内容：

早稲田学習研究会 5869 スタンダード 12/22 910～970 150,000 3,772,100 970 1,118 野村 1,156

事業内容：

ナルネットコミュニケーションズ 5870 グロース 12/25 870～1,040 56,000 2,586,500 1,040 - みずほ -

事業内容：

yutori 5892 グロース 12/27 2,420～2,520 85,000 570,500 2,520 - 大和 -

事業内容：

CtoCプラットフォーム「ポケットマルシェ」運営、生産者の販路拡大等を目的とした自治体向け支援サービス、生産者のもとで学ぶ地方留学プログ
ラムの提供等

財務・会計分野を中心とした実務実行支援型コンサルティングサービスの提供

自動車産業DX事業（オンライン主体のマイカーサブスク関連サービスを提供）、ホリゾンタルDX事業（DX・マーケティングに関するコンサルティン
グなどを提供）

人間ドック・健診の予約プラットフォーム「MRSO.jp」及び各種DX支援サービスの開発・運営等

ITアウトソーシング・BPOサービス及びシステム開発・保守・導入支援等

勤怠管理を中心としたクラウドサービスの開発及び提供

小学生・中学生・高校生を対象とする学習塾事業の経営

衣料品及び雑貨等の企画並びにそれらの小売・卸売事業

オートリース企業をはじめとする法人（自動車関連企業）・個人ユーザーに対する車両管理やメンテナンス管理事業

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 

結果とスケジュール 
 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1945 東京エネシス 1042 950.25 1012.5 1968 太平電 4280 4096.25 3719.5

2281 プリマハム 2269 2243.25 2142.5 2445 タカミヤ 491 472.25 452

2461 ファンコミ 420 410.5 417.5 2802 味の素 5399 5092.5 4595.5

2910 ロックフィルド 1559 1502.25 1515.5 3050 ＤＣＭ 1320 1307 1240.5

3076 あいＨＤ 2393 2302.75 2003 3153 八洲電機 1290 1285.5 1192

3655 ブレインパッド 1044 852.5 998.5 3762 テクマト 1717 1682.75 1669.5

3932 アカツキ 2492 2171.25 2358 4208 UBE 2278 2258 2195

4326 インテージＨＤ 1626 1589.25 1503 4396 システムサポート 1926 1909 1695

5384 ＦＵＪＩＭＩ 3040 2852.25 2661 5461 中部鋼鈑 2104 2039 1827.5

5803 フジクラ 1080 1060 976.5 6465 ホシザキ 5110 4995 4620

7199 プレミアグループ 1766 1696.25 1625 7347 マーキュリアＨＤ 722 721.25 702

7596 魚力 2292 2161 2255.5 7844 マーベラス 692 684.5 689

7864 フジシール 1689 1559 1684.5 8233 高島屋 1948 1905 1703

8252 丸井Ｇ 2383 2328 2286 8600 トモニＨＤ 375 374.75 359

8739 スパークス　Ｇ 1557 1540.5 1556.5 8860 フジ住宅 699 691.5 671

9147 ＮＸＨＤ 7991 7967 7709.5 9533 東邦瓦斯 2880 2513 2827
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1433 ベステラ 1048 1108 1087 1949 住友電設 2603 2800.25 2671

3176 三洋貿易 1192 1309.25 1219 3371 ソフトクリエ 1668 1701 1797.5

3563 Ｆ＆ＬＣ 2835 3161 2885 3659 ネクソン 2609 2971.5 2799

4337 ぴあ 3300 3310 3345 4471 三洋化成 4225 4240 4437.5

4776 ＣＹＢＯＺＵ 1936 2663.5 2093.5 4958 長谷川香 3185 3247.75 3190

6481 ＴＨＫ 2740 2959.25 2849 6727 ワコム 658 659 740

6963 ローム 2752 2925 2829 6986 双葉電子 499 513.25 591.5

7408 ジャムコ 1462 1512.75 1469.5 7593 ＶＴＨＤ 508 515 508.5

7888 三光合成 489 552.5 489.5 8111 ゴルドウイン 10070 11932.5 10582.5

8283 ＰＡＬＴＡＣ 4453 4951.75 4625 8421 信中金 263800 275975 267000

8803 平和不 3725 3778.75 3832.5 9048 名鉄 2221 2279.5 2226

9143 SGホールディングス 2011 2029.5 2171.5 9990 サックスバＨＤ 796 934.5 824.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒731-0123 広島市安佐南区古市3-1-2 ℡：082-225-7010 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11　 ℡：0848-23-8121 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401 萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084

本店営業部

竹 原 支 店

三 原 支 店

因 島 支 店

呉 支 店

府 中 支 店

尾 道 支 店

古市営業所

海田営業所

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

岡山営業所

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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